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いきいき健康術 第62回
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職

員
が
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
和
知
診
療
所
副
所
長
の
仲
村
司
先
生
。生

活
習
慣
に
関
連
し
た
膀
胱
炎
や
頻
尿
な
ど
の
お
話
で
す
。

が
過
ぎ
、涼
し
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

寒
く
な
っ
て
く
る
と
ト
イ
レ
が
お
っ
く
う
に
な
っ
て
き

て
、水
分
摂
取
を
控
え
る
よ
う
に
な
る
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
が
、オ
シ
ッ
コ
を
面
倒
く
さ
が
っ
て
水
分
摂
取
を
控
え
る
と
、

か
え
っ
て
オ
シ
ッ
コ
が
近
く
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
オ
シ
ッ
コ
は
、腎
臓
で
作
ら
れ
た
と
き
は
無
菌
状

態
で
す
が
、時
間
が
た
つ
と
そ
の
中
で
バ
イ
菌
が
繁
殖
し
て
、臭

い
が
出
て
き
ま
す
。こ
れ
は 

ぼ
う 膀

　 

こ
う 胱

内
で
も
起
こ
る
た
め
、オ
シ
ッ

コ
の
量
が
少
な
い
と
長
時
間
膀
胱
内
に
留
ま
る
こ
と
に
な
り
、

オ
シ
ッ
コ
に
バ
イ
菌
が
繁
殖
し
、そ
の
バ
イ
菌
が
膀
胱
の
壁
に
炎

症
を
起
こ
し
ま
す（
膀
胱
炎
）。こ
う
な
る
と
膀
胱
の
壁
が
敏
感

に
な
っ
て
、少
し
オ
シ
ッ
コ
が
た
ま
る
と
す
ぐ
に
オ
シ
ッ
コ
が
し

た
く
な
る
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す（
頻
尿
）。で
す
か
ら
、オ

シ
ッ
コ
は
あ
ま
り
た
め
ず
に
新
鮮
な
う
ち
に
た
く
さ
ん
出
す
こ

と
が
結
果
的
に
オ
シ
ッ
コ
の
回
数
を
増
や
さ
な
い
こ
と
と
な
る

の
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、オ
シ
ッ
コ
を
し
っ
か
り
出
す
た
め
に
水
分

を
十
分
取
る
こ
と
が
重
要
で
す
。た
だ
し
、心
臓
病
や
腎
臓
病

な
ど
で
水
分
制
限
を
必
要
と
す
る
方
に
つ
い
て
は
、主
治
医
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、こ
れ
か
ら
冬
が
近
づ
き
徐
々
に
寒
く
な
っ
て
き
ま

す
が
、水
分
は
し
っ
か
り
と
っ
て
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

夏

　

和
知
診
療
所
で
は
、訪
問
診
察
を
水
曜
日
の
午
後

に
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
訪
問
看
護
に
つ
き
ま
し
て
も

随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
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和
知
診
療
所
情
報

副所長  
 なか むら

仲村 
つかさ

司先生
（和知診療所）

地
方
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
健
全
化
判

断
比
率
」に
よ
る
四
つ
の
財
政
指
標
と
、「
資

金
不
足
比
率
」に
よ
り
、地
方
公
共
団
体
の

財
政
状
況
を
判
断
し
ま
す
。二
十
三
年
度

決
算
に
基
づ
く
各
比
率
は
次
の
と
お
り
で
、

こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
対
策
の
効
果
が

表
れ
て
全
体
的
に
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

（
各
指
標
に
算
定
さ
れ
る
会
計
は「
表
１
」参
照
）

実
質
赤
字
比
率　
　
　
　
　

　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
額
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
は
収
支
赤
字
が

な
い
の
で
該
当
な
し
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計（
財
産
区
会
計
除
く
）の
赤
字
額

が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
は

収
支
赤
字
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

実
質
公
債
費
比
率　
　
　
　

　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
公
債
費（
借

入
金
）が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

算
定
結
果
は
一
五
・
三
％
で
、昨
年
度
よ
り

一
・
七
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

将
来
負
担
比
率　
　
　
　
　

　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
実

質
的
な
債
務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る

割
合
。算
定
結
果
は
一
四
三
・
七
％
で
、昨

年
度
よ
り
一
一
・
一
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま

し
た
。資

金
不
足
比
率　
　
　
　
　

　
　
　資金

不
足
額
が
公
営
企
業
の
行
う
事
業

規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
で
は
、国
保
京

丹
波
町
病
院
・
水
道
・
下
水
道
事
業
の
三
会

計
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、各
会
計
で
資
金

不
足
額
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

【
標
準
財
政
規
模
】町
が
一
年
間
に
自
由
に
使
え
る

財
源（
お
金
）の
標
準
的
な
規
模
。本
町
は
二
十
三

年
度
決
算
で
七
十
三
億
七
、二
八
二
万
円
で
し
た
。

【
早
期
健
全
化
基
準
】基
準
値
を
一
つ
で
も
超
え
る

と
、自
主
的
な
改
善
努
力
を
行
う
た
め
の
早
期
健
全

化
計
画
策
定
や
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

【
財
政
再
生
基
準
】基
準
値
を
一
つ
で
も
超
え
る

と
、国
な
ど
が
関
与
し
て
再
生
が
行
わ
れ
る
た
め
、

町
独
自
施
策
の
展
開
が
で
き
な
く
な
る
と
と
も

に
、財
政
再
生
計
画
策
定
や
外
部
監
査
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

用
語
解
説

京丹波町の比率算定結果
［1］健全化判断比率

［2］資金不足比率　　

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

算 定 結 果

23 年 度

22 年 度

早期健全化基準

財政再生基準

算 定 結 果

経営健全化基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

参　

考

─

─

─

13.93

20.00

病院事業

─

水道事業

─

20.00

下水道事業

─

15.3

17.0

18.8

25.0

35.0

143.7

154.8

182.8

350.0

（単位：％）

（単位：％）

財政再生基準 20.00 35.0

経営健全化基準 20.00
※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

4つの財政指標の対象となる会計の範囲［表1］

●一般会計
●公営事業会計以外の特
別会計（土地取得、育英
資金、町営バス）

普通会計

●水道事業特別会計
●下水道事業特別会計
●国保京丹波町病院事業
会計

公営企業会計

●船井郡衛生管理組合など

一部事務組合

土地開発公社、第3セクター

●国民健康保険事業特別
会計
●後期高齢者医療特別会計
●介護保険事業特別会計

公営事業会計

将
来
負
担
比
率

実
質
公
債
費
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実質赤字
比率

資金不足
比率

【特集】平成23年度決算

─

─

─

18.93

30.00

二
十
三
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況


